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昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
十
月
下
旬
、
召
集
令
状
来

た
り
て
金
沢
の
部
隊
へ
入
隊
す
る
。
そ
の
時
家
族
は
、
祖

母
八
十
一
歳
、
母
五
十
八
歳
、
私
は
二
十
三
歳
、
妻
は
十

九
歳
で
あ
っ
た
。
私
が
出
征
す
る
と
残
り
は
女
ば
か
り
で

す
が
、
こ
れ
も
国
の
た
め
で
勅
命
で
あ
る
と
覚
悟
し
ま
し

た
。 な

お
家
の
稲
作
水
田
九
反
歩
は
近
所
の
農
家
に
耕
作
を

依
頼
し
、
昭
和
十
七
年
十
一
月
四
日
、
満
州
へ
行
き
、
昭

和
十
八
年
四
月
に
は
上
等
兵
と
な
り
ま
し
た
。
満
州
で
は

北
部
国
境
警
備
で
ウ
ス
リ
ー
江
対
岸
の
柳
が
見
え
る
と
こ

ろ
で
し
た
。 

昭
和
十
九
年
九
月
、
虎
林
を
出
発
、
満
州
と
中
国
の
国

境
の
山
海
関
を
通
過
、
即
日
湘
桂
作
戦
に
参
加
す
る
。 

湘
桂
作
戦
と
は
支
那
派
遣
軍
が
四
月
十
八
日
に
開
始
し

た｢

一
号(

ト)

作
戦｣

で
あ
る
。
南
部
の
京
漢
、
粤
漢
、
湘

桂
の
各
鉄
道
沿
線
の
要
域
で
、
こ
の
地
点
の
攻
略
及
び
飛

行
場
の
壊
滅
作
戦
で
あ
る
。
こ
の
作
戦
に
よ
り
桂
林
・
柳

州
の
在
支
米
軍
最
大
基
地
の
飛
行
場
は
使
用
不
能
と
な
る

の
で
し
た
。 

十
一
月
三
日
、
石
灰
虚
出
発
、
武
昌
に
向
う
。
い
よ
い

よ
駄
馬
本
来
の
戦
事
行
動
に
移
る
。
宿
営
第
一
夜
は
雨
中

の
な
か
の
露
営
で
あ
る
。
燃
料
不
足
に
て
困
難
し
、
枯
草

等
を
集
め
て
炊
事
の
燃
料
と
す
る
。 

十
一
月
二
十
二
日
、
武
昌
を
出
発
、
岳
州
に
向
う
。
武

大 

陸
（
中 

国
）
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漢
三
鎮
は
夕
刻
よ
り
米
軍
に
猛
爆
さ
れ
、
そ
の
様
子
が
は

る
か
宿
営
地
よ
り
望
見
で
き
、
炎
上
す
る
炎
は
宙
天
に
達

し
壮
絶
の
極
み
で
あ
っ
た
。 

十
二
月
八
日
、
岳
州
に
到
着
、
岳
州
城
外
五
星
牌
に
お

い
て
、
黒
田
一
等
兵
行
方
不
明
と
な
る
。
武
昌
よ
り
の
行

程
二
百
七
十
キ
ロ
、
十
二
月
十
三
日
、
我
が
部
隊
は
本
日

付
で
湘
江
作
戦
が
終
わ
る
。 

十
二
月
十
六
日
、
長
沙
に
向
か
っ
て
岳
州
を
出
発
、
三

十
日
長
沙
に
到
着
す
る
。
岳
州
よ
り
二
百
キ
ロ
の
行
軍
で

あ
る
。 

昭
和
二
十
年
一
月
十
五
日
、
衡
陽
に
到
着
す
。
長
沙
よ

り
ま
た
二
百
キ
ロ
の
行
程
で
あ
る
。
第
二
十
軍
の
指
揮
下

に
配
属
と
な
り
南
部
粤
漢
打
通
作
戦
に
参
加
す
る
。
酷
寒

と
雨
と
泥
濘
、
加
え
て
糧
秣
半
定
量
に
て
人
馬
共
に
困
却

す
る
も
強
行
軍
を
実
施
す
。
粤
漢
鉄
道
と
は
、
中
国
大
陸

を
縦
断
し
、
湖
北
省
武
昌
と
広
東
と
を
結
ぶ
千
九
十
六
キ

ロ
の
中
国
に
お
け
る
重
要
な
鉄
道
で
あ
る
。 

経
済
文
化
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
き
た
こ
の

粤
漢
鉄
道
の
建
設
は
米
・
英
・
仏
・
独
な
ど
各
国
の
借
款

を
得
、
ま
た
中
国
自
身
で
建
設
し
、
欧
州
大
戦
の
勃
発
に

よ
り
中
断
す
る
な
ど
、
着
工
以
来
三
十
一
年
（
一
八
九
八

年
四
月
～
一
九
三
六
年
）
を
も
っ
て
蔣
介
石
総
統
が
開
通

さ
せ
た
鉄
道
で
あ
る
。 

こ
の
作
戦
で
打
通
す
る
区
間
は
、
全
線
の
約
三
分
の
二
、

約
八
百
七
十
キ
ロ
で
あ
っ
た
。
第
二
十
軍
が
奇
襲
し
て
無

疵
占
領
を
策
し
た
の
は
、
湖
南
・
広
東
省
境
に
近
い
、
大

痩
山
脈
を
横
断
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
墜
道
、
橋
梁

が
多
く
、
最
も
建
設
に
困
難
を
極
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

一
度
破
壊
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
復
旧
に
多
大
の
技
術
と
資

材
と
年
月
を
必
要
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
た
め
挺
進
隊

に
よ
る
挺
進
作
戦
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

私
達
は
独
立
輜
重
兵
第
六
十
二
中
隊
と
な
り
、
岐
章
を

経
て
羅
家
洞
に
到
着
す
。
徴
発
に
よ
り
食
糧
の
補
給
を
行

い
、
曲
江
に
前
進
す
る
。
軍
通
信
隊
、
患
者
輸
送
隊
と
同

行
し
て
出
発
す
る
。 

摺
嶺
ト
ン
ネ
ル
内
は
敵
が
爆
破
し
た
貨
車
十
数
両
に
埋

め
ら
れ
て
い
て
、
馬
匹
の
通
過
不
可
能
な
た
め
九
峯
墟
を

迂
回
前
進
す
る
。
出
発
後
二
時
間
し
て
、
水
歩
頭
付
近
の
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山
上
よ
り
敵
の
猛
射
を
受
け
る
。
初
め
て
至
近
距
離
の
敵

に
遭
遇
す
る
。 

こ
の
敵
と
応
戦
、
こ
れ
を
排
除
し
て
、
敵
中
を
突
破
、

前
進
す
る
も
概
ね
二
十
キ
ロ
前
進
し
た
る
辺
に
て
薄
暮
と

な
り
、
止
む
な
く
前
宿
営
地
の
羅
家
洞
に
反
転
す
る
。 

昭
和
二
十
年
二
月
四
日
、
摺
嶺
ト
ン
ネ
ル
内
の
作
業
に

従
事
す
る
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
第
四
十
師
団
の
挺
進
隊
に

よ
っ
て
占
領
さ
れ
て
か
ら
、
ま
だ
十
日
余
り
し
か
た
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
大
隊
は
、
二
十
一
日

午
前
、
良
田
粤
漢
線
地
区
に
達
し
、
同
時
に
所
定
の
攻
撃

目
標
を
占
領
し
た
。
し
か
し
既
に
橋
梁
は
破
壊
さ
れ
て
お

り
、
隧
道
も
一
つ
は
機
関
車
を
隧
道
内
で
爆
破
し
て
い
た
。 

五
日
、
摺
嶺
ト
ン
ネ
ル
内
を
通
過
し
て
前
進
す
る
。
枯

竹
な
ど
の
松
明
や
ロ
ー
ソ
ク
な
ど
最
小
限
の
急
造
の
灯
火

を
使
用
し
て
通
過
す
。
凹
凸
の
大
き
い
貨
車
上
に
並
べ
ら

れ
た
板
の
上
を
行
軍
す
。
兵
馬
共
に
困
難
そ
の
極
に
達
す
。

八
日
、
楽
昌
に
到
着
す
。 

十
日
詔
州
（
曲
江
）
に
到
着
す
る
。
第
四
十
師
団
は
敵

部
隊
を
追
撃
し
て
南
雄
に
前
進
中
で
、
我
が
部
隊
は
強
行

軍
に
て
十
六
日
、
韶
州
盤
橋
、
さ
ら
に
黄
屋
村
に
移
駐
す

る
。
そ
し
て
粤
漢
線
鉄
路
を
源
渾
汎
に
向
っ
て
前
進
す
る
。 

粤
漢
路
は
二
十
～
五
十
メ
ー
ト
ル
間
隔
に
寸
断
さ
れ
、

レ
ー
ル
、
枕
木
な
ど
す
べ
て
な
く
、
行
軍
に
困
難
を
き
た

す
。
ま
た
橋
は
大
小
を
問
わ
ず
破
壊
尽
さ
れ
て
お
り
、
見

事
な
る
破
壊
だ
と
驚
嘆
の
声
を
上
げ
た
の
で
あ
る
。 

十
七
日
、
広
東
市
郊
外
の
沙
爪
に
二
泊
し
、
陣
地
構
築

の
偵
察
を
行
う
。
欄
樹
排
村
に
指
揮
班
は
じ
め
各
小
隊
は

分
宿
す
。
付
近
の
大
田
令
・
田
郷
な
ど
の
各
部
落
は
宣
撫

地
区
で
貧
村
で
あ
る
た
め
徴
発
を
禁
ぜ
ら
れ
る
。 

二
十
二
日
、
牛
頭
山
三
九
〇
メ
ー
ト
ル
、
高
嶺
山
三
七

〇
メ
ー
ト
ル
（
い
ず
れ
も
日
本
名
）
、
南
北
八
キ
ロ
重
畳
の

山
中
を
掘
削
し
て
、
二
個
大
隊
を
収
容
出
来
る
洞
窟
を
構

築
す
る
こ
と
で
二
十
五
日
作
業
を
開
始
す
る
。
状
況
極
め

て
悪
く
、
ゲ
リ
ラ
出
没
し
、
ま
た
夜
間
は
牛
頭
山
に
烽
火

が
立
つ
な
ど
不
気
味
な
状
況
下
で
の
陣
地
構
築
作
業
を
続

行
す
る
。 

こ
の
陣
地
構
築
作
業
に
広
東
市
内
よ
り
労
務
希
望
の
姑

娘
数
十
人
を
、
指
揮
班
を
は
じ
め
と
し
て
雇
い
入
れ
た
の
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漢
三
鎮
は
夕
刻
よ
り
米
軍
に
猛
爆
さ
れ
、
そ
の
様
子
が
は

る
か
宿
営
地
よ
り
望
見
で
き
、
炎
上
す
る
炎
は
宙
天
に
達

し
壮
絶
の
極
み
で
あ
っ
た
。 

十
二
月
八
日
、
岳
州
に
到
着
、
岳
州
城
外
五
星
牌
に
お

い
て
、
黒
田
一
等
兵
行
方
不
明
と
な
る
。
武
昌
よ
り
の
行

程
二
百
七
十
キ
ロ
、
十
二
月
十
三
日
、
我
が
部
隊
は
本
日

付
で
湘
江
作
戦
が
終
わ
る
。 

十
二
月
十
六
日
、
長
沙
に
向
か
っ
て
岳
州
を
出
発
、
三

十
日
長
沙
に
到
着
す
る
。
岳
州
よ
り
二
百
キ
ロ
の
行
軍
で

あ
る
。 

昭
和
二
十
年
一
月
十
五
日
、
衡
陽
に
到
着
す
。
長
沙
よ

り
ま
た
二
百
キ
ロ
の
行
程
で
あ
る
。
第
二
十
軍
の
指
揮
下

に
配
属
と
な
り
南
部
粤
漢
打
通
作
戦
に
参
加
す
る
。
酷
寒

と
雨
と
泥
濘
、
加
え
て
糧
秣
半
定
量
に
て
人
馬
共
に
困
却

す
る
も
強
行
軍
を
実
施
す
。
粤
漢
鉄
道
と
は
、
中
国
大
陸

を
縦
断
し
、
湖
北
省
武
昌
と
広
東
と
を
結
ぶ
千
九
十
六
キ

ロ
の
中
国
に
お
け
る
重
要
な
鉄
道
で
あ
る
。 

経
済
文
化
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
き
た
こ
の

粤
漢
鉄
道
の
建
設
は
米
・
英
・
仏
・
独
な
ど
各
国
の
借
款

を
得
、
ま
た
中
国
自
身
で
建
設
し
、
欧
州
大
戦
の
勃
発
に

よ
り
中
断
す
る
な
ど
、
着
工
以
来
三
十
一
年
（
一
八
九
八

年
四
月
～
一
九
三
六
年
）
を
も
っ
て
蔣
介
石
総
統
が
開
通

さ
せ
た
鉄
道
で
あ
る
。 

こ
の
作
戦
で
打
通
す
る
区
間
は
、
全
線
の
約
三
分
の
二
、

約
八
百
七
十
キ
ロ
で
あ
っ
た
。
第
二
十
軍
が
奇
襲
し
て
無

疵
占
領
を
策
し
た
の
は
、
湖
南
・
広
東
省
境
に
近
い
、
大

痩
山
脈
を
横
断
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
墜
道
、
橋
梁

が
多
く
、
最
も
建
設
に
困
難
を
極
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

一
度
破
壊
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
復
旧
に
多
大
の
技
術
と
資

材
と
年
月
を
必
要
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
た
め
挺
進
隊

に
よ
る
挺
進
作
戦
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

私
達
は
独
立
輜
重
兵
第
六
十
二
中
隊
と
な
り
、
岐
章
を

経
て
羅
家
洞
に
到
着
す
。
徴
発
に
よ
り
食
糧
の
補
給
を
行

い
、
曲
江
に
前
進
す
る
。
軍
通
信
隊
、
患
者
輸
送
隊
と
同

行
し
て
出
発
す
る
。 

摺
嶺
ト
ン
ネ
ル
内
は
敵
が
爆
破
し
た
貨
車
十
数
両
に
埋

め
ら
れ
て
い
て
、
馬
匹
の
通
過
不
可
能
な
た
め
九
峯
墟
を

迂
回
前
進
す
る
。
出
発
後
二
時
間
し
て
、
水
歩
頭
付
近
の
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山
上
よ
り
敵
の
猛
射
を
受
け
る
。
初
め
て
至
近
距
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の
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に
遭
遇
す
る
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こ
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応
戦
、
こ
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を
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、
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中
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突
破
、

前
進
す
る
も
概
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前
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し
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薄
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と

な
り
、
止
む
な
く
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宿
営
地
の
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家
洞
に
反
転
す
る
。 

昭
和
二
十
年
二
月
四
日
、
摺
嶺
ト
ン
ネ
ル
内
の
作
業
に

従
事
す
る
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
第
四
十
師
団
の
挺
進
隊
に

よ
っ
て
占
領
さ
れ
て
か
ら
、
ま
だ
十
日
余
り
し
か
た
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
大
隊
は
、
二
十
一
日

午
前
、
良
田
粤
漢
線
地
区
に
達
し
、
同
時
に
所
定
の
攻
撃

目
標
を
占
領
し
た
。
し
か
し
既
に
橋
梁
は
破
壊
さ
れ
て
お

り
、
隧
道
も
一
つ
は
機
関
車
を
隧
道
内
で
爆
破
し
て
い
た
。 

五
日
、
摺
嶺
ト
ン
ネ
ル
内
を
通
過
し
て
前
進
す
る
。
枯

竹
な
ど
の
松
明
や
ロ
ー
ソ
ク
な
ど
最
小
限
の
急
造
の
灯
火

を
使
用
し
て
通
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す
。
凹
凸
の
大
き
い
貨
車
上
に
並
べ
ら

れ
た
板
の
上
を
行
軍
す
。
兵
馬
共
に
困
難
そ
の
極
に
達
す
。

八
日
、
楽
昌
に
到
着
す
。 

十
日
詔
州
（
曲
江
）
に
到
着
す
る
。
第
四
十
師
団
は
敵

部
隊
を
追
撃
し
て
南
雄
に
前
進
中
で
、
我
が
部
隊
は
強
行

軍
に
て
十
六
日
、
韶
州
盤
橋
、
さ
ら
に
黄
屋
村
に
移
駐
す

る
。
そ
し
て
粤
漢
線
鉄
路
を
源
渾
汎
に
向
っ
て
前
進
す
る
。 

粤
漢
路
は
二
十
～
五
十
メ
ー
ト
ル
間
隔
に
寸
断
さ
れ
、

レ
ー
ル
、
枕
木
な
ど
す
べ
て
な
く
、
行
軍
に
困
難
を
き
た

す
。
ま
た
橋
は
大
小
を
問
わ
ず
破
壊
尽
さ
れ
て
お
り
、
見

事
な
る
破
壊
だ
と
驚
嘆
の
声
を
上
げ
た
の
で
あ
る
。 

十
七
日
、
広
東
市
郊
外
の
沙
爪
に
二
泊
し
、
陣
地
構
築

の
偵
察
を
行
う
。
欄
樹
排
村
に
指
揮
班
は
じ
め
各
小
隊
は

分
宿
す
。
付
近
の
大
田
令
・
田
郷
な
ど
の
各
部
落
は
宣
撫

地
区
で
貧
村
で
あ
る
た
め
徴
発
を
禁
ぜ
ら
れ
る
。 

二
十
二
日
、
牛
頭
山
三
九
〇
メ
ー
ト
ル
、
高
嶺
山
三
七

〇
メ
ー
ト
ル
（
い
ず
れ
も
日
本
名
）
、
南
北
八
キ
ロ
重
畳
の

山
中
を
掘
削
し
て
、
二
個
大
隊
を
収
容
出
来
る
洞
窟
を
構

築
す
る
こ
と
で
二
十
五
日
作
業
を
開
始
す
る
。
状
況
極
め

て
悪
く
、
ゲ
リ
ラ
出
没
し
、
ま
た
夜
間
は
牛
頭
山
に
烽
火

が
立
つ
な
ど
不
気
味
な
状
況
下
で
の
陣
地
構
築
作
業
を
続

行
す
る
。 

こ
の
陣
地
構
築
作
業
に
広
東
市
内
よ
り
労
務
希
望
の
姑

娘
数
十
人
を
、
指
揮
班
を
は
じ
め
と
し
て
雇
い
入
れ
た
の



 

4 

で
あ
る
。
姑
娘
と
の
い
ろ
ん
な
風
聞
が
飛
び
沙
汰
さ
れ
た

の
も
こ
の
期
で
あ
る
。
彼
女
達
は
既
に
日
本
の
敗
戦
近
し

を
知
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
労
賃
は
す
べ
て
現
地
通
貨

の
支
給
を
要
求
し
た
。
軍
票
の
無
価
値
を
知
り
尽
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。 

五
月
中
旬
、
米
軍
用
機
が
空
か
ら
撒
い
た
チ
ラ
シ
を
受

け
取
り
、
見
れ
ば
ド
イ
ツ
軍
は
ソ
連
に
無
条
件
降
伏
し
、

日
本
も
や
が
て
そ
の
よ
う
に
な
る
と
、
木
の
葉
が
今
に
も

落
ち
そ
う
な
図
柄
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ

る
。 八

月
十
六
日
、
南
昌
南
部
の
黄
家
に
お
い
て
、
終
戦
で

無
条
件
降
伏
の
重
大
発
表
が
あ
り
、
横
瀬
隊
長
は
茫
然
自

失
と
あ
る
。
武
装
解
除
を
強
要
し
て
き
た
中
国
地
方
軍
と

西
川
連
隊
は
交
戦
、
猛
反
撃
を
し
て
敗
退
せ
し
む
る
。
中

央
軍
の
命
令
な
き
限
り
地
方
軍
の
武
装
解
除
に
は
応
じ
て

は
な
ら
な
い
と
、
上
将
の
命
令
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

十
七
日
部
隊
全
員
集
合
し
て
、
終
戦
の
聖
旨
が
伝
達
さ

る
。
各
種
の
公
用
文
書
は
師
団
命
令
に
よ
り
焼
却
す
る
。

中
国
軍
の
徴
発
兵
器
な
ど
全
部
池
や
川
に
投
棄
す
。 

十
一
月
一
日
慈
湖
鎮
に
到
着
し
、
集
中
生
活
を
始
め
る
。

兵
舎
、
炊
事
場
、
パ
ン
工
場
、
医
務
室
等
を
建
設
す
る
。

中
国
兵
は
時
々
物
資
を
強
要
す
る
。 

二
月
八
日
、
中
国
軍
の
我
が
隊
の
接
収
を
完
了
す
る
。

軍
需
品
、
馬
匹
、
兵
器
、
糧
秣
、
被
服
な
ど
で
あ
る
。 

三
月
二
十
二
日
「
済
州
丸
」（
水
雷
敷
設
艦
）
に
全
員
乗

艦
す
る
。
こ
の
日
の
検
査
は
極
め
て
簡
単
で
乗
船
完
了
、

二
十
四
日
博
多
港
第
二
号
岸
壁
に
着
岸
す
る
。
時
に
午
前

八
時
で
あ
っ
た
。 

船
内
で
休
養
の
後
、
十
一
時
に
下
船
す
る
。
検
査
完
了
、

給
養
給
与
関
係
終
了
、
復
員
式
が
挙
行
さ
れ
、
各
証
書
、

表
彰
状
付
与
、
進
級
任
官
の
発
令
が
あ
り
、
以
上
に
て
復

員
式
を
終
了
、
部
隊
は
解
散
し
た
。
私
は
部
隊
の
命
令
で
、

昭
和
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日
付
に
て
兵
長
よ
り
伍
長
に

任
官
さ
れ
た
。 

特
に
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
思
い
出
は
満
州
に
駐
在

し
た
期
間
は
、
満
人
の
衣
服
を
着
て
、
鍬
や
鎌
を
使
用
し

馬
鈴
薯
、
人
参
等
の
畑
作
業
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
軍

事
演
習
の
時
だ
け
軍
服
で
あ
っ
た
。 

 

5 

補
充
兵
が
入
隊
し
た
時
に
は
儀
銃
（
木
製
の
粗
末
な
も

の
）
で
あ
り
、
い
か
に
日
本
国
内
で
は
物
資
不
足
だ
な
と

思
っ
た
。
中
国
大
陸
の
中
央
部
で
実
践
中
は
、
軍
馬
不
足

の
た
め
、
あ
る
部
隊
で
は
十
五
、
十
六
歳
の
少
年
に
牛
の

手
綱
を
引
か
せ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
隊
員
不
足
に
役

立
ち
、
少
年
も
安
全
で
食
料
に
心
配
が
な
く
、
日
本
で
は

見
ら
れ
な
い
光
景
で
あ
っ
た
。
終
戦
と
な
り
、
私
達
が
日

本
へ
帰
る
の
に
一
緒
に
日
本
へ
連
れ
て
行
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
。
結
局
牛
一
頭
を
持
た
せ
て
納
得
さ
せ
た
が
別
れ
も

涙
が
に
じ
む
思
い
で
あ
っ
た
。 

私
達
の
部
隊
は
東
京
、
長
野
、
富
山
、
石
川
の
四
地
域

で
、｢

四
六
一
三
同
交
会｣

が
昭
和
四
十
六
年
三
月
二
十
日
、

長
野
善
光
寺
に
て
、
参
加
者
八
十
七
人
で
発
足
し
た
。 

同
五
十
年
の
富
山
県
氷
見
マ
イ
ア
ミ
ホ
テ
ル
で
は
参
加

者
百
十
六
人
の
多
数
で
あ
っ
た
が
、
以
後
は
四
十
数
人
と

な
り
、
五
年
前
に
解
散
と
な
り
、
そ
の
後
は
文
通
等
で
交

友
し
て
い
る
。 

 【
解 

 
 

説
】 

体
験
記
筆
者
は
独
立
輜
重
兵
第
六
十
三
中
隊
（
呂
第
四

六
一
三
）
員
と
し
て
大
陸
打
通
作
戦
に
参
加
す
る
。 

こ
の
打
通
作
戦
は
米
軍
機
に
よ
る
日
本
本
土
の
空
襲
を

防
ぎ
、
あ
わ
せ
て
南
方
の
資
源
を
運
ぶ
た
め
に
鉄
道
路
線

と
道
路
を
確
保
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。
作
戦
全
体
は

「
大
陸
打
通
作
戦
」
と
い
う
が
、
昭
和
十
九
年
四
月
か
ら

五
月
に
北
京
～
漢
口
の
打
通
を
図
っ
た
序
盤
戦
を
「
京
漢

作
戦
」
、
五
月
以
降
を
「
湘
桂
作
戦
」
と
呼
ん
で
い
る
。 

全
長
六
千
五
百
キ
ロ
、
全
部
徒
歩
で
の
こ
の
「
一
号
作

戦
」
は
、
正
に
世
紀
の
一
大
遠
征
と
も
い
わ
れ
、
恩
欠
者

の
労
苦
体
験
記
の
執
筆
も
多
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

筆
者
も
、
こ
の
作
戦
の
労
苦
を
詳
細
に
語
っ
て
お
り
、

雨
と
寒
さ
、
あ
る
い
は
炎
暑
の
中
の
行
軍
、
陣
地
構
築
、

そ
し
て
輜
重
隊
と
し
て
の
労
苦
も
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
と

想
像
さ
れ
る
。 

「
湘
桂
作
戦
」
は
昭
和
十
九
年
五
月
中
旬
に
開
始
さ
れ
、

長
江
の
武
漢
地
区
か
ら
湖
南
省
湘
江
流
域
の
長
沙
、
衡
陽
、

全
県
そ
し
て
広
西
省
に
入
り
、
桂
林
、
柳
州
、
来
賓
、
南

寧
、
仏
印
を
結
ぶ
鉄
道
・
道
路
の
確
保
が
目
的
で
あ
っ
た
。 
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中
支
那
派
遣
第
十
一
軍
の
人
員
三
十
六
万
二
千
人
、
馬

六
万
七
千
頭
、
戦
車
百
三
台
、
火
砲
千
二
百
八
十
二
門
で

七
カ
月
有
余
、
警
備
、
反
転
作
戦
を
入
れ
て
約
一
年
四
カ

月
の
作
戦
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
南
支
那
派
遣
軍
の
十
四
万

人
と
合
わ
せ
る
と
総
勢
五
十
万
人
の
大
作
戦
で
、
対
す
る

中
国
軍
は
百
万
～
二
百
万
人
と
も
い
わ
れ
、
双
方
の
損
害

も
合
わ
せ
て
数
十
万
人
に
達
す
る
と
い
う
。 

砲
兵
隊
は
砲
と
弾
薬
を
、
輜
重
隊
は
弾
薬
、
物
資
を
馬

の
背
に
し
て
運
ぶ
、
峻
険
な
山
道
で
も
何
と
か
越
し
て
ゆ

く
。
合
言
葉
を
定
め
、
遺
髪
、
遺
爪
を
取
り
、
遺
書
を
書

き
、
不
要
な
私
物
を
焼
き
、
身
辺
を
整
理
し
、
衣
料
、
軍

服
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
布
を
戦
闘
帽

に
重
ね
て
夏
は
日
差
し
を
避
け
る
。 

そ
し
て
水
筒
、
雑
嚢
、
防
毒
面
を
肩
か
ら
下
げ
、
歩
兵

で
あ
れ
ば
百
二
十
発
弾
薬
箱
二
個
、
手
榴
弾
と
帯
剣
を
腰

に
着
け
る
。
そ
れ
に
、
あ
れ
ば
乾
パ
ン
、
粉
味
噌
、
粉
醤

油
、
缶
詰
な
ど
を
持
ち
、
靴
下
に
は
米
を
入
れ
る
。
そ
し

て
部
隊
に
よ
っ
て
は
銃
を
持
ち
、
鉄
帽
、
飯
盒
な
ど
装
備

を
つ
け
、
歩
き
く
た
び
れ
た
靴
を
引
き
ず
り
な
が
ら
、
こ

ん
な
兵
隊
が
蟻
の
よ
う
に
歩
く
の
で
あ
る
。 
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終
戦
か
ら
の
脱
出
行
㈢ 

神
奈
川
県 

 

大 

矢 
 

 

東 
 
 

 

 

脱 
 

出 

昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
三
月
十
日
、
日
本
晴
れ
。

こ
の
陸
軍
記
念
日
を
期
し
前
夜
に
決
定
し
た
脱
出
を
決
行

す
る
。
朝
起
き
て
、
か
ら
汁
を
飲
ん
で
、
越
冬
し
た
穴
の

生
活
か
ら
脱
出
。
携
行
品
は
小
銃
・
帯
剣
・
銃
弾
六
十
一

発
・
手
榴
弾
二
発
・
五
寸
釘
一
本
・
草
刈
鎌
・
飯
盒
・
天

幕
・
水
筒
・
毛
布
・
背
嚢
・
雑
嚢
・
ロ
ー
プ
・
草
鞋
で
あ

る
。
他
に
高
尾
軍
曹
が
ピ
ス
ト
ル
と
双
眼
鏡
を
持
っ
て
い

た
。 

そ
し
て
石
油
缶
を
半
分
に
切
っ
て
釣
り
手
を
つ
け
、
煮

炊
き
し
て
い
た
鍋
に
熱
い
灰
を
入
れ
、
白
樺
の
丸
枝
を
火

の
中
に
さ
し
て
火
が
消
え
な
い
よ
う
に
持
ち
歩
く
こ
と
と

す
る
。
唯
一
の
火
種
で
あ
る
。
飛
ぶ
鳥
跡
を
濁
さ
ず
と
、

穴
の
中
を
片
づ
け
て
入
口
を
閉
め
て
出
る
。
そ
し
て
、
樅
・

唐
松
を
記
念
樹
と
し
て
植
え
る
。
そ
ん
な
思
い
を
後
に
し

て
目
標
を
後
方
部
隊
に
置
い
て
歩
い
て
行
く
。
密
林
を
歩

く
の
も
や
っ
と
だ
。
一
日
で
何
里
も
歩
い
て
い
な
い
。 

目

と
耳
は
一
時
た
り
と
も
休
む
こ
と
も
な
く
周
囲
を
警
戒
し

て
い
る
。
太
陽
は
斜
め
に
頭
上
を
射
し
て
い
る
。
二
時
間

ほ
ど
歩
い
た
か
な
。
疲
れ
て
き
た
。
す
る
と
峰
伝
い
は
終

わ
っ
た
。 

い
よ
い
よ
谷
か
ら
上
が
ろ
う
と
し
た
時
、
落
合
が
、
落

葉
が
積
っ
て
腐
葉
土
と
な
っ
て
い
る
所
に
上
が
っ
た
と
見

大 

陸
（
満 

州
）




